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19)奥 羽大学学園祭において学生が主体として

行ったBLS体 験コーナーの概要

○青沼 哲,吉 田 健司,渡 邉 崇,鈴 木 悠介

宮腰 義隆,神庭 一郎,伊 藤 隼,稲 垣友理奈

菅原 繁,伊 東勇一郎1,田中 恵梨2

(奥羽大・歯 ・5学年,4学 年1,2学 年2)

【目 的】近年,一 次救命処置(以 下BLS)/二

次救命処置(以 下ACLS)に 代表 される救急救命

手順の講習が全国的に浸透 しているが,緊 急時の

初期対応の修得については,医 療従事者のみなら

ず,一 般市民にとっても重要と考えられる。今回,

第5学年の臨床実習におけるBLS講 習 をきっかけ

に,救 命処置に興味を持つ学生が主体 となり,学

園祭来場者 を対 象 にBLSに 関す る啓 発活動 を

行ったので,そ の概要を報告する。

【対象および方法】奥羽大学学園祭の来場者を対

象に,ア メ リカ心臓協会のBLSヘ ルスケアプロバ

イダーを取得 した11名 の学生が主体 となり,救

命処置法の概要,重 要性を解説 した。さらに展示

物を配置 し,BLSの 体験コーナーを設 けた。来場

者には蘇生に関する用語の認知度 と救命処置に関

する意識調査 を行った。

【結 果】1.全 来場者数はl23名(1時 間当た

り20名)で あ り,聞 き取 り調査の回答者は93名

であった。2.蘇 生用語の認知度 として,BLSは

37%,CPRは27%,ACLSは17%で あった。AED

は62%で あ り,他 の用語に比較 して認知度が高

2009

かった。3.緊 急時の対応 については,90%の

人が 「助けたい」 と解答 した。4.BLS体 験後は,

わか りやす くBLSやAEDを 体験 できたことで,

救命に関する意識の向上 と,わ れわれ学生の活動

を評価する意見が寄せ られた。

【考 察】人が目の前で倒れるという緊急事態に

遭遇 した際,冷 静に対処す るためには,事 前に知

識や技術の習得が必要である。臨床実習 よりBLS

の重要性 ・必要性 を学び,そ して,知 識 ・技術 を

向上 させ るためにBLSヘ ルスケア プ゚ロバ イダー

を取得することは,冷 静に対処する上で有意義で

あると考えられる。

【結 論】今回の学園祭での来場人数は,わ れわ

れ予想 をはるかに超えるものであり,一 般の方々

のBLSへ の興味は高いと考 えられ,わ れわれ も教

えることの喜びを学ぶ ことができた。また,今 後

も続けてほしいとい う意見が多くあったことから,

このような活動 を継続 して行くことに意義がある

と思われた。
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